
参考資料ぎ  

東京都における血液製剤の適正使用等への取組について  

1 講演会等の開催  

（1）第4回東京都輸血療法研究会（平成17年11月18日）  

（2）平成17年度「血液製剤適正使用研究会」  

2 適正使用普及啓発  

血液製剤適正使用普及啓発用リーフレットの送付について   
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参加費無料  
場所■：乗京都庁第一本庁舎5階 大会議場■  

1．献血功労者厚生労働大臣表彰状・感謝状伝達式東京都知事感謝状贈呈式  

2．献血の現状  
東京都赤十字血液センター  

3．輸血療法Q＆A  
座長 半田 誠 慶慮義塾大学病院 輸血・細胞療法部  

松崎道男 虎の門病院 輸血部  

Ql．自己血の規定の採血量が採血できなかった場合の対応について  
奥山美樹 東京都立駒込病院 輸血・細胞治療科  

Q2．自己フィプリン糊の活用について  
高橋みどり 虎の門病院 輸血部  

4．シンポジウム r今、改めて考える・血液製剤の適正使用とは？」  
～それぞれの立場での取組～  

座長 比留間 潔 東京都立駒込病院 輸血・細胞治療科  
今井 康文 青梅市立総合病院 血液内科  

1）「輸血療法の実施に関する指針」及び「血液製剤の使用指針」の改定について  
高橋孝書 東京大学医学部附属病院 輸血部  

2）臨床検査技師の立場での取組  
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東京労災病院 検査料  奥嶋博美  

3）薬剤師の立場での取組  

吉田眞紀子  

4）医師の立場での取組  

田中朝志  

5）東京都の取組  

水野正彦  

東京都立神経病院 薬剤科   

東京医科大学∧王子医療センター 臨床検査医学科   

東京都健康安全研究センター 広域監視部薬事監視指導課  

日本医師会生涯教育制度・日本輸血学会認定医制度の単位となはす。  
お聞い合せ先  

東京都福祉保健局保健政策部疾病対策課  TELO3－532Dニ4506  

参加につきましては、11月14日（月）まモー早戸Åxiこてお申込みください。   
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平成17年度血液製剤適正使用研究会  
テーマ 「血液製剤の使用指針・輸血療法の実施に関する指針」改定の要点について   

一今後の輸血療法の適正なあり方と血液製剤適正使用の具体的な取り組み－   

平成15年7月に施行された「安全な血液製剤の安定供給め確保等に関する法律」（血  

液法）において、「血液製剤の適正な使用に努める」ことが医療関係者の責務として明  

記されました。   

適正使用を推進することにより、輸血畢は減少し、ウイルス感染や副作用を減少させ  

ることができると考えられます。また、平成16年4月に創設された「生物由来製品感  

染等被害救済制度」の適用を受けるためにも「適正使用」が前撞となり、不適正な使用  

の場合は救済給付の対象とならないとされています。   

本年の適正使用研究会では、平成17年9月に改定されました「血液製剤の使用指  

針」・「輸血療法の実施た関する指軌の改定内容の要点と最新のトピック等を紹介し  

ます。   

また、院内で適正度用を推進する「輸血療法委員会」の機能を発揮させるため、委員  

華の設置・機能と活用について紹介するとともに、各病院の委員会や未設置病院の方に  

参考となるよう、会場病儲・参加者の皆様から’も運営の乗除や症例妃ついて紆介・情報  

交換をしていただく予定です。  

一主な内容－（回により若干内容が変更される場合もセ割増す。） 

・「血液製剤の使用指針」．「輸血療法の実施紆関する指針」改定の要点について  

・今後の輸血療法の適正なあり方と血液型利通正使用の具体的な取り組みについて  

・輸血療法委員会の設置と運営について  

開催日時・会場・講師（ご都合の良い金執こ御出席ください）  

ケ第1回  （申込〆切1／9）  

会場：新宿区／慶應大学病院新棟臨床講堂兼大会株主（新棟11階）  

講師：東京都立駒込病院輸血・細胞治療科部長●比留間潔 氏  

中辛2回  （申込〆切3／3）  

会場：青梅市／青梅市立総合病院南棟3階講堂  

講師：・束京慈恵会医科大学教授（同大学附属病院輸血部診療部長）星順隆 氏  

（申込〆切3／17）  中幕3回  

会場：墨田区／東京都立墨兼病院新病棟14階草堂  

講師：慶鷹義塾大学医学部助教授（輸血・細胞療法部長）半田誠 氏  

※各会場とも駐車場の用意はございませんので公共交通権開をご利用ください。  

お問い合わせ・申込み  

東京都福祉保健局  
保健政策部 疾病対策課献血移植対策係  

〒163二8001東京都新宿区西新宿二丁目8章1号  
電話番号03－5320－4506 戸 A X O3－5388－1437   
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日ごろから、血液製剤の適正使用に御協力をいただき感謝申しぁげます。   

争乱変異型夕日イツフ土ルトヤコブ病（vCJD）対廉として、平成柏年別訣から英国滞在  

ある方¢献血制顔中強化に触l、献血者数の減少が予想されます。   

このたび、輸血療法を行う底療従卓巻向捌こ、血液製剤由適正使用に幽す巻リーフレットを  

戚いたはした。日強の檎血轟軌こお役立てくだ曹tl。   

献血者から得られる有限の治療材料・国内献血による自給自足が原則  

感染性及び免疫性副作用が避けられない  

患者が副作用による救済制度を受けるためには、適正使用が前提  

（不適正輸血）  
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アメリカ  

フランス  アル先′（g日赤血球（単位）  

（1999年）  
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＜使用日的＞   

膠質浸透圧の改善・循環血境量の是正  

＜適 応＞   

○等張アルブミン   

出血性ショック、人工心肺を用いる心臓手術、血行動態が不安定な血液透析時、   
治療飽血扱交換療法、重症熱傷、循環血購量の著明な減少   

○高張アルブミン   

難治性腹水を伴う肝硬変・大量の腹水穿刺時、難治性の浮鹿肺水腫を伴うネフローゼ症候瓢   
低蛋白血症による肺水腫・著明な浮腫  

く投与にあたって＞   

投与前に必要性を明確に把適し、投与量を算出   

投与後の目樟血清アルブミン濃度 → 急性：3．Og／戊以上、慢性：2．5宕／劇以上   

総投与量（g）→（アルブミン濃度の期待値一乗謝値）×循環血欒量て：・×2．5  

※循環血衆量：0．4（戊／lく召）x体重（lく由   

病態によリ2～3日で分割投与を考慮  

＜不適切な使用例＞   

○蛋白質源としての栄養補給   

○脳虚血発作。くも腰下出血復の血管撃細  

く参考）アルブミン補充総量早見表（単億：9）  

○単なる血清アルブミン濃度の維持  

○末期患者への投与  

∈問い合わせ先ヨ 東京都福祉億健局保健政策部療病対策等 献血移植封篇係 電話番号03＿5320＿4506   




